
現在の保育士の配置基準は図１のように諸

外国に比べてとても低く、５歳児だけを比較

した表を見るとその差は歴然です。

図２は１歳児の給食の光景です。食べたく

ないと横を向く子、お皿をひっくり返しそう

になっている子、椅子から落ちそうになって

いる子、どの子もそばについて声をかけてあ

げたい子ばかりです。先日、小学生が給食の

うずらの卵を喉に詰まらせて亡くなる事故が

ありましたが、私たち保育士も同じようなこ
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労働組合のノウハウと保護者のアイデアを

活かした運動が国を動かした
～７６年ぶりに保育士の配置基準が改善～
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愛知から始まった「子どもたちにもう一

人保育士を！」をキャッチフレーズにした

保育士の配置基準改善の運動が全国に広が

り、ついに国を動かし2024年４月から基準

が改正されることになりました。まだまだ

課題はありますが、76年変わらなかった制

度を変えたことを力に、引き続き取り組み

を進めていきたいと思います。
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とが起きないように、給食の時間はいつも細

心の注意を払いとても緊張します。

図３のイラストは５歳児30人を保育士が１

人で保育している園庭です。滑り台からも鉄

棒からも落ちそうです。砂場でけんかをして

いる子がいます。私の経験ですが、この状況

でお母さんがお迎えに来て「うちの子がお友

だちにいじめられていました。どうして先生

は止めないのですか」と激怒し、結局わだか

まりを残したまま卒園してしまいました。担

任はこのことで心を病み休職しました。

次に、このような保育現場で働く保育士た

ちの意識をご紹介します。図４のように保育

士資格登録者のうち保育士として働いている

のは約４割です。約６割の人が資格を持って

いるのに、保育士として働いていないのです。

その理由は図５でわかります。保育士の約95

％がやりがいを感じていますが、保育士の約

68％が仕事をやめたいと思っているのです。

やめたい理由は「賃金低い」「忙しすぎる」

「体がしんどい」「家事育児と両立できない」

です。これを解決すれば、保育士として働き
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